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シンプルでナチュラルなライフスタイル
ナチュラル系雑誌の諸表象
岡 本 裕 介
1 はじめに ⽛ナチュラル⽜という表象
本稿は，⽛ナチュラル系⽜，⽛シンプル＆ナチュラル系⽜などと呼ばれる
ライフスタイル誌群(以下，⽛ナチュラル系⽜または⽛ナチュラル系雑誌⽜とす
る)について，それがどのような雑誌から成り，どのような記述を含み，
何を主張しようとしているかを，ごく大まかに描こうとしたものである。
このジャンルにどんな雑誌が含まれるかが確定しているわけではないし，
内容も多様で全体像をつかむことは難しい。とはいえ，ポピュラー文化と
してはそれなりの影響力をもち，決してマイナーなジャンルというわけで
はない
( 1 )
ので，このように素描を試みることは無意味ではないだろう。
はじめに，本稿がどのような研究の中に位置づけられるかを考えておき
たい。ナチュラル系雑誌は⽛ナチュラルである⽜という表象と関わってい
る。何かが⽛ナチュラルである⽜ことは必ずしもそれが自然の何かである
ことを意味するわけではない。ナチュラル系のファッションは意匠として
自然を想起させるだけで必ずしも人工物を削減したり排除したりしている
わけではないが，たとえばそれが自然によって表象されるものを疑似的に
表象しているとすると，間接的に自然を表象していると見ることもできる。
そうすると，自然の表象とかかわる研究の中に位置づけることはできるだ
ろう。
ローレンス・ビュエルらによる，アメリカのエコクリティシズム(環境
批評)の視点からのまとめ(Buell et al. 2011＝2014)によると，文学批評は従来
48
から，背景である環境に一定の関心を寄せてきたが，20世紀後半になると，
環境史や環境学，社会科学の知見を本格的に取り込むようになった。とり
わけ西暦2000年代から始まる⽛第 2波⽜では，大都市の自然を題材とする
文学を対象にしたり，自然／文化の二元論を否定したり，自然という概念
そのものを時代遅れとみなしたりしてきた。
対象は文学に限らない。キリングスワースとパーマーによる⽛環境修辞
学⽜の研究(Killingsworth and Palmer 1992)は，科学から人文学まで様々な
分野でよく使用される学術的言説の比較修辞学的な分析を行なっている。
それ以来，エコクリティシズムのなかで環境修辞学研究が活発になった
(Buell et al. 2011＝2014)。
自然の表象とかかわる研究は，社会学の中にもある。日本の環境社会学
には，西洋の古いロマン主義的な自然観，特に自然と人間の二元論的な対
立図式を脱して，環境を考えようとする流れがある
( 2 )
。この流れは，さきほ
どの環境批評の⽛第 2波⽜とも通じている。
文学以外のジャンル，たとえば映画，音楽，広告などでも，環境や自然
を扱う作品の研究はある(Whitley 2008; Murry and Heumann 2009; Rothenberg
2002; 関谷 2007など)。
ナチュラル系雑誌の分析は，なかでも特にポピュラーな作品の分析に近
いかもしれない。しかし，一部には本格的なエコロジーを目指した雑誌も
あり，すべてにおいてそれが当てはまるというわけでもない。また，この
ジャンルに当てはまると思われる雑誌が，一貫して⽛ナチュラルな⽜もの
を取り上げているわけでもない。
そこで，メディアとしての⽛ナチュラル系⽜の雑誌が，だいたいどのよ
うな媒体から成り，そこでどのような考え方が語られているかを概観した
あと(第 2 節)，一部の記事を取り上げ，そこで用いられている言説を少し
詳細に分析することにした(第 3 節)。したがって，本稿だけでナチュラル
系雑誌のすべてを理解しようとするものではない。
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2 ナチュラル系雑誌という分類
( 1 ) ⽛ナチュラル系⽜に含まれる雑誌
まず，⽛ナチュラル系⽜とはどのような分類で，そこにどのような雑誌
が含まれるか。
全国出版協会・出版科学研究所の⽝出版指標年報⽞では⽛女性誌⽜の分
類の下に⽛〈シンプル＆ナチュラル・ライフスタイル〉⽜という下位の分類
がある。この名称が登場するのは2004年で，前年に創刊された⽝ku:nel(ク
ウネル)⽞(出版はマガジンハウス。以下同様)がヒットし，同じ路線の⽝リン
カラン⽞(ソニー・マガジンズ)，⽝天然生活⽞(地球丸)が前後して創刊され，
これ以降毎年レポートされている。⽝出版指標年報⽞の記述によれば⽝ク
ウネル⽞は⽛シンプル＆ナチュラルをコンセプトとした癒し系のライフス
タイル誌⽜(2004：170
( 3 )
)で⽛消費文化に対するカウンターカルチャーとして，
都心の20～40代に幅広く受け入れられた⽜(2005：186)。また，ヒットした
原因を⽛バブル崩壊と長期不況を目の当たりにし，量より質，モノより精
神的な充実を求める女性が増えている⽜(2004：170)からであると記載して
いる。
⽛幅広く受け入れられた⽜とは言え，少なくとも当初の広がりには限度
もあった。2004年時点で先に上げた 3誌は手堅く売れていたようだが，増
刊やムックの形で相次いでいた追随誌は売れ行き不振だった(2005：186)。
また，分類に含まれる雑誌の推定発行部数
( 4 )
も2006年時点で244万冊あった
が，徐々に減少し，2009年には155万冊まで落ちた。広がりの限度は内容
面にも見られる。2005年創刊の⽝ナナムイびと⽞(風土社)は⽛硬派な作
り⽜のスローライフ誌であったが，読者が⽛ここまで本格的なエコロジカ
ルを求めていない⽜(2006：169)からか売れ行きは厳しく， 1年で廃刊にな
ってしまった。
この時点までの⽝出版指標年報⽞の〈シンプル＆ナチュラル・ライフス
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タイル〉誌は，女性誌の多くの読者に影響を及ぼすほどではないが，この
コンセプトに関心をもつ一部の層を確実にもち，しかしそうは言っても，
逆にあまりにも硬派なエコロジーを志向するものでもない，という位置づ
けだった。しかし，2010年に⽝リンネル⽞(宝島社)が月刊化されてから，
記述が変わる。推定発行部数は2010年に前年の1ｻ5倍の234万冊，2011年に
はさらに 2 倍の465万冊に増えた。それ以降も部数は徐々に増えて2017年
には806万冊になった
( 5 )
。また，その増分のほとんどはこの⽝リンネル⽞と，
同じ出版社による姉妹誌のような雑誌⽝大人のおしゃれ手帖⽞によるもの
である。この間，紙媒体の雑誌そのものが推定発行部数・販売部数ともに
20年連続で減少していたから，この 2誌は特に目立つ。ただし，誌面のほ
とんどをファッションに割いた構成と，やはりファッション関連の付録で
話題になるという点で，それまでのこのジャンルの雑誌とは異質である
( 6 )
。
ここまで⽝出版指標年報⽞の分類を見てきたが，もう 1つだけ別の分類
も見てみよう。
速水健朗(2013)は食の政治性を論じ，日本の食が⽛フード右翼⽜と
⽛フード左翼⽜に分断されていると言う。本稿が論じている⽛ナチュラル
系⽜の食は，速水の記述では⽛フード左翼⽜にあたる。フード左翼は日本
の1960年代以降の新左翼運動と結びついていた。オーガニックで自然派の
農法を支持し，健康志向をもつ。この層の典型に，⽝クウネル⽞や⽝うか
たま⽞(農文協)といったナチュラルな生活を提案するライフスタイルマガ
ジンの読者が存在すると言う。この系統のいくつかの雑誌として例示され
ているのは，上記 2誌のほか，⽝KINFOLK⽞日本版(ネコ・パブリッシング)，
⽝veggy(ベジィ)⽞(キラジェンヌ)，⽝murmur magazine(マーマーマガジン)⽞
(エムエム・ブックス)である。
⽝うかたま⽞は，もともと農文協が発行する専門誌⽝現代農業⽞の増刊
として2006年から刊行され，2007年に独立した季刊誌である。食とその周
辺の暮らしをテーマにしている。
⽝KINFOLK⽞は2011年に創刊された，アメリカ，ポートランドのキン
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フォーク社が刊行する季刊のライフスタイル誌であるが，内容は日本の⽛ナ
チュラル系雑誌⽜と似ている。日本版(ネコ・パブリッシング)が創刊された
のは2013年で，創刊号は同じ年に発行されたアメリカ版の第 8号の邦訳で
ある。他に，中国版，韓国版がある。日本版創刊号の緒言⽛WELCOME⽜
(p.1)には，⽛表紙に記されたサブタイトルが本誌のコンセプト。lDiscovering
new things to cook, make and doz。つまり，“小さくて新しい発見の日々”
を送るということ⽜とある(英文の方はアメリカ版のサブタイトルである
( 7 )
)。そ
の他，⽝ベジィ⽞は⽝veggy ONLINE⽞の⽛What`s Veggy?
( 8 )
⽜によると⽛日
本初のベジタリアン・マガジン⽜として，2008年の春に創刊された雑誌で
ある。⽝マーマーマガジン⽞は，速水によると⽛自然志向，オーガニック
系雑誌界でもっとも話題を集めて⽜(速水 2013：134)いた雑誌だったが，
エムエム・ブックスのウェブページ⽛murmur magazine⽜よると，2016
年に⽛詩とインタビューの雑誌⽜としてリニューアルされている
( 9 )
。
他にも類似の雑誌はあるだろう。しかし，⽛ナチュラル系⽜とそうでな
いものの境界をあまり微細に論じても意味はない。多かれ少なかれ，自然
や，単なる外見や印象も含めた自然らしさをライフスタイルと関連づけて
提示する雑誌という共通点があげられるかもしれない。
( 2 ) ナチュラル系の⽛政治⽜
ここからはナチュラル系雑誌のコンテンツに含まれる考え方がどのよう
にとらえられてきたかを見ておきたい。
さきほど言及した速水(2013)は，私たちの日々の食事は政治意識を反映
していると論じている。ナチュラル系雑誌が扱う日々の生活(ライフスタイ
ル)も同様である。ここまでに記した⽛消費文化に対するカウンターカル
チャー⽜，⽛エコロジー⽜といったキーワードが示すように，驚くべきこと
ではない。
⽝うかたま⽞は，目次だけを見れば，身近な自然派の美味しい食を取り
上げているだけに見えるが，読者によるとその中にも⽛原発，TPP，放
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射能，F1種，添加物，GM作物など，もっとみんなに知ってほしいこと，
自分が知りたいことが，手に取りやすい形で取り上げられている⽜(2013
vol.32の⽛皆様からのお便り⽜)。⽝ベジィ⽞では，歌手のカヒミ・カリィが
⽛カヒミ・カリィのベジタリズモ⽜という連載を持っていて，パリやニ
ューヨークの環境問題に関する話題を取り上げている。2013年の Vol.30
では，アメリカ政府が学校給食規定のなかでピザのトマトソースを⽛野
菜⽜として認定したことと，ある食品関連企業の献金運動との関連を指摘
している。同年の Vol.31では，生ごみを堆肥にしたりエネルギー発電に
利用したりするニューヨーク市のごみ対策プロジェクトを取り上げている。
⽝マーマーマガジン⽞では，15号(2012年)から21号(2014年)までアリシア
・ベイ＝ローレルによる連載⽛地球の上に生きるニューガール入門⽜があ
った。ベイ＝ローレルは，1970年にヒッピー・コミューンでの生活を⽝地
球の上に生きる⽞で描いていた。
速水は，ナチュラル系雑誌を，そのカテゴリーが生まれる前に休刊した
雑誌⽝オリーブ⽞(マガジンハウス)と関連づけている(速水 2013：130
(10)
)。⽝オ
リーブ⽞は，1981年10月にまず⽝POPEYE⽞の増刊として発行された後，
翌1982年 5 月に創刊され，2003年まで続いた女性誌である。酒井順子
(2014)によると，内容や対象読者を何度か大がかりに変更しているが，ナ
チュラル志向になったのは，バブル真っ盛りの1980年代末期である。この
ころ，⽛夏のオリーブ少女は，かわいいナチュラリスト񨑵⽜(1989年 5 月18
日号)，⽛ナチュラル・スタイルがいちばん񨑵 飾らない，ムリしない，そ
んな女の子のための⽝オリーブ⽞です。⽜(1991年 6 月 3 日号)と題した特集
を組んでいた。
酒井によると⽝オリーブ⽞は女性誌の中でも男性に⽛モテる⽜ことを志
向しない⽛非モテ系⽜の雑誌である。⽛だぶだぶシルエットで天然素材の
服を着ても，異性にはモテません。もっと大人になれば⽛そんなポリシー
を持っている女性は素敵だ⽜と言う男性も登場したでしょうが，シェー
カー教徒に憧れるナチュラル志向の女子高生には，決して色気は漂わなか
シンプルでナチュラルなライフスタイル
53
った⽜(酒井 2014：178)。ここでは，⽛非モテ⽜であることとナチュラル系
であることとが密接に結びついている。女性の自己解放と自然との親和感
の回復とを同一視するエコロジカル・フェミニズムのような主張と近づい
ている
(11)
。
3 初期の⽝クウネル⽞の場合
前節では，ナチュラル系雑誌というジャンルの概要を述べたが，それだ
けでは雑誌の中で具体的にどんなことが論じられているかがわからない。
そこで，このジャンルの始まりに位置すると思われる⽝クウネル⽞の最初
期の記事を読み，そこでどのような言説が見られるかを確認したい。前節
で見た通り，⽛ナチュラル系⽜というジャンルは多様なので，初期⽝クウ
ネル⽞の一部の記事で見られたことが，ジャンル全体を代表しているとは
必ずしも考えられない
(12)
。しかし，初期のコンセプトを確認することはでき
るだろう。
前節で述べたように⽝クウネル⽞の創刊は2003年(11月 1 日)であるが，
それ以前に雑誌⽝an・an⽞の増刊として 3 冊が刊行されていた(2002年 4
月 1日号，2002年11月15日号，2003年 5月15日号)。その後に発行された創刊号
の目次には⽛Vol.4⽜と表記されている。ここまでの 4 冊から巻頭の記事
を選ぶことにする。なお，増刊の 3 冊の冒頭では，⽛クウネルくん⽜とい
う名のイラスト・キャラクターが紹介されたり，そのクウネルくんによる
短いストーリーが語られたりしているので，正確にはその後に置かれてい
る長い記事を対象としている
(13)
。また，2003年に発行された 2冊の巻頭記事
は，いずれも海外の田舎の生活を扱ったものであるが，ここでは主として
創刊号の方の記事を取り上げる。
( 1 ) ⽛気持ちいい⽜と⽛ふつう⽜ 2002年 4 月 1 日号
2002年 4月 1日号の記事は⽛風の通る部屋。 高橋みどりが考えるふ
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つうの生活
(14)
。⽜と題され，スタイリストである高橋みどりの自宅マンショ
ンとくらしのスタイルの紹介，および彼女のインタビューから構成されて
いる。記事に付されている高橋のプロフィールには⽛食まわりのスタイリ
ングを中心に手がけ⽜とあるが，記事は食に限らず生活全般のスタイリン
グに言及して，彼女なりのライフスタイルを提示するという趣旨である。
ここでは，記事中何度か使われている⽛気持ちいい⽜と⽛ふつう⽜という
2つの語に注目して読んでいきたい。
⽛気持ちいい⽜は記事中頻繁に現れる形容詞である。高橋は⽛直線の部
屋を探してい⽜(p.16
(15)
)て現在の自宅にたどり着いたと言う。⽛安普請の合板
の壁と収納が極端に少ないという問題点もあったが，それよりも⽛ここ，
気持ちいい⽜と感じた，自分の第一印象を大切にしようと思った⽜。
ここで⽛気持ちよさ⽜はライフスタイルの取捨選択を決める基準の核心
になっている。この基準を採用することが何を意味しているのかは，この
語が何と対比されているか，つまり⽛気持ちいい⽜という基準の採択が別
のどんな基準の否定とつながっているかを見ることで理解できる。
記事の著者の印象では，部屋の造りが⽛すっと直線⽜でむだがない(p.
17)。また，家具らしい家具がなく，ソファとベッドは兼用で，テーブル
も天板と脚が外せる組み立て式である。これについて高橋は次のように言
っている。
家具家具したものが嫌いなんだよね。形をなしたものが持ってる重
さが好きじゃないというか。誰それの何々というのも照れくさいし，
もちろんいいソファに憧れないわけではないけど，器に見合わないの
を置いてもね。ないものねだりよりも，いまの自分の環境の中でどれ
だけ気持ちよく暮らせるかってことのほうが私には大事で，そしたら，
この部屋にはソファベッドぐらいの軽さが似合うし。何を置くかより
風通しがよくて清潔であることのほうが，単純に私は気持ちいいか
ら⽜(下線は引用者。以下同様)。
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ここで⽛家具家具したもの⽜は伝統的な家具を表わすと考えるとすると，
否定されているのは伝統的な価値観であると言えるかもしれない。しかし，
それよりもっとはっきりしているのは，次の⽛誰それの何々⽜と⽛器に見
合わないの⽜である。前者はブランドと言い換えられるし，後者はソース
ティン・ヴェブレンが言うような⽛顕示的消費⽜(Veblen 1899=2015)の対
象である。つまり，否定されているのは，他者を参照するという従来の消
費スタイルである。従来は⽛家具家具した⽜⽛形をなした⽜⽛重い⽜家具を
買うことが，そして何より自分の⽛器⽜を大きく見せたり，実際に大きく
してくれるという期待を抱かせたりする家具を買うことが，消費のたしな
みだった。しかしこうした顕示的で競争的な消費は疲れるし⽛気持ち⽜が
よくない。顕示的消費から降りるために導入された基準，かつて共有され
ていた基準が失われて方向を見失ったときに見つけ出されたのが⽛気持ち
いい⽜という基準なのである
(16)
。記事の冒頭から何度か言及されている⽛直
線⽜も，シンプル(先述のとおり，⽛ナチュラル⽜と並んで⽝クウネル⽞のコンセ
プトの一角)を具現化したものと言えるかもしれないが，他方で重要なのは
⽛直線⽜が高橋みどり個人に⽛気持ちよさ⽜をもたらす恣意的な好みの産
物であるということであろう。つまりはかつて誰もが一斉に従わなければ
ならなかった消費スタイルの否定である。他者を参照しないことを推奨し
ているという意味では，⽛消費の個人化⽜と考えることもできるだろう。
この記事のもう 1つのキーワードは，記事のサブタイトル⽛高橋みどり
が考えるふつうの生活。⽜にも使われている⽛ふつう⽜という語である。
高橋の回想によると，なんとなく食(のスタイリスト)の世界に入ったが，
その言葉の意味がよくわからないまま数年が過ぎた(p.19)。撮影をすると
きも絵面ばかりを気にしていた。
でも，ここに引っ越してきた頃からかな。毎日，口に入れるごはん
を扱っているのに，自分がちゃんと生活をしていなくてどうする񩀢っ
て気づいて。年齢的な気分もあったのかもしれないけれど，それから，
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朝早く起きて，食事を作って食べて，掃除して洗濯してという，ふつ
うの生活を大事にするようになった。
それを聞いた著者は⽛そういうことでいいんだ。そういうふつうが大切
なんだ。それに気づいた時，身体中からとんがったうろこがパサパサと落
ちていった⽜と書く。さて，すでに〈シンプル＆ナチュラル系ライフスタ
イル誌〉を知っている後年の私たちなら，ここで強調されている⽛ふつ
う⽜が何を意味するかわかるであろうが，当時の読者にとってはどうだっ
たか。従来とは違う新しい⽛ふつう⽜を導入しようという主旨は，強いて
言えば，これらの文章が含まれている節の見出し⽛意志あるふつうが大
切。⽜(p.18)を読んで初めて理解できたかもしれない。本文には出てこない
⽛意志ある⽜という重要な手がかりを使って記すなら，ここでは⽛意志あ
るふつう⽜と⽛意志なきふつう⽜の対比が想定されていて，新しい⽛意志
あるふつう⽜が称揚されている。従来の⽛意志なきふつう⽜は，単に顕示
的消費に値しなかっただめな⽛ふつう⽜で，⽛価値ある／ふつう⽜という
二項対立図式の劣位項にすぎない。⽛意志あるふつうが大切⽜はこれを転
倒させて，あえて意志をもって⽛ふつう⽜に価値を見出そうという宣言で
ある。
この記事は最初に刊行された号の巻頭記事なので，⽝クウネル⽞という
雑誌の考え方を宣言する内容ともとれる。なぜシンプルでナチュラルであ
ることが 少し言い換えれば自然体であること がよいことなのかが
わかる記事と言っていいのではないだろうか。
( 2 ) ⽛王国⽜の隠喩 2002年11月15日号
2002年11月15日号の最初の記事は⽛⽛満ち足りた時間が流れる部屋。
⽛王国⽜の住人たち。⽜と題されていて， 3 人の人物のライフスタイ
ルを紹介するという内容になっている。まず考えたいのは，サブタイトル
の冒頭にある⽛王国⽜という隠喩である。文字通り豊かだから⽛王国⽜な
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のではなく，前号の記事と同様，⽛ふつう⽜であるのに⽛王国⽜的である
ようなライフスタイルを示すのが記事の主旨である。
1人目は，自宅の庭で60種類のオールドローズを育て，それを描き続け
ている画家で，⽛バラを育て，描く。その日に会うのが小鳥 1 羽の日も。
豊永ゆき(36歳)⽜というタイトルが付される。月 2 回ボタニカルアートの
教室で講師をしているということ以外，具体的な経済状況について書かれ
ていないが，⽛白アリがすごいから，宝くじ当てて家を買いたいんですけ
ど⽜(p.17)と言うくらい古い家に住んでいて，記事に掲載されている写真
を含め，生活としては質素な印象を与える。人の手が入った 2次的なもの
とはいえ，自宅の庭のオールドローズという自然に囲まれ，古い家に住み
ながら，画家の豊永さんは記事タイトルにあるような⽛満ち足りた時間⽜
を生み出す。その方法は，一言で言えば⽛手入れをする⽜ことのようであ
る。この空間では自然も古いものも含めて，あるがままのものではないと
いうことも⽛王国⽜の条件に他ならない。⽛身のまわりのものは人の手が
入ったものでないと嫌なので，何かにつけてヤスリをかけたり繕ったり，
豊永さんの手が加わったものが多い⽜(p.19)。取り立てて何もない空間で
ありながら，しかしだからこそ少し⽛手を入れる⽜ことで，空間を隅々ま
で支配し⽛王⽜になることができる。豊永さんは画家なので，おそらく彼
女の手入れは誰にでもできるものではないが，記事で主張されているのは
それよりも，誰にでも追随できるもの，すなわち⽛ふつう⽜と⽛王国⽜が
両立できるという価値の転倒ではないだろうか。だからこそ，著者は次の
ように書いているのだと思われる。
子供の頃は，誰もが，好きなものだけできらきらと構成された王国
をもっている。でも，やがてそれは現実の侵攻を受けて解体，もしく
は植民地になったりするものだから，それをほぼ無傷のままに守りき
れる人というのは，やはり，そうとうな想像力をもつつわものだと思
う。そして，強さをもった人だ(p.19)。
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2人目について書かれた節(タイトルは⽛立ち止まりながら，自分の時間を過
ごす。それが彼の選択。高砂隆太郎(27歳)⽜)でも同様のライフスタイルが描か
れる。対象となっているのは，⽛自分の時間をもつために⽜(p.21)定職をも
たないことを選んだという人物で，著者によれば，⽛王国⽜という言葉は
彼の部屋を訪れたときに真っ先に頭に浮かんだという。⽛六畳間＋キッチ
ンのアパートのすみずみにまで，彼の世界があった。あるもののほとんど
が古道具屋やバザーなどで探してきたものだというが，豊永さん同様，彼
の手が加わっていないものはない⽜。部屋は代官山に近い都心というが，
目の前に区が管理する手つかずの緑地があるというので，自然や古いもの
に囲まれた環境であることがわかる。⽛いつかは森や湖があるきれいなと
ころに行ってさ，静かに考えごとをしながら暮らせたら，いいよね(p.20)⽜
とも言っている。また，彼自身⽛自分の時間⽜を過ごすあまり⽛あまりに
もふつうの人と離れちゃったかなと思う瞬間はドキッ。ってしたりもする
けどね(笑)。でも人と自分をくらべるということは，ずいぶん前にやめた
んだ⽜と，顕示的消費の否定を想起させるような発言もしている。
3 人目(⽛子供に伝える豊かな心の王国。心の声を聞けるよう。鈴木りか(37
歳)⽜)は， 2 人の子どもをもつ女性で，夫はアメリカに単身赴任中のため
3人で暮らしている。記事に記されているライフスタイルの大半が子育て
と関わっている。ここでの⽛王国⽜の隠喩は，夫の不在に起因して，子ど
もへの影響力が大きくなっていることと無関係ではないだろう。ただし，
それは子どもの自発性を重視する方向での影響力である。
たとえば10歳の長女は，⽛ママゆずりで手作りが大好き⽜(p.25)で⽛編み
ものや縫いものにせっせと精を出す。最近は魔女に凝っていて，知らない
間に鈴木さんのいらない洋服を解体して，⽛ヨージ・ヤマモトみたいな⽜
衣装を作っていた⽜。ここで⽛そんなふうに子供の内から湧き出る力や遊
びの時聞を奪ってしまうものを，鈴木さんは怖いと思う⽜と書かれている。
おそらくそのためだと思われるが，鈴木さんは子どもたちにテレビを見せ
ない。⽛知らなくちゃいけないことはあるけれど，でも，子供が知らなく
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てもいいことや見なくてもいいこともある。そこから彼らを守りたいと思
うんです⽜と言う。著者が鈴木さんに， 2人には将来どんな人間になって
ほしいと思っているのかと尋ねると，⽛そんなのないなーい。生まれてき
たままに⽜とにっこり否定し，⽛自分がどんな人間になりたいのか，何を
したいのか，それは自分で見つけてもらいたい。心の深い部分から自分が
本当に望むものを見きわめられるように育てるのが私の使命で，あとは自
分たちで，ね⽜(p.25)と説明する。
ここには独特の考え方が現れている。つまり，子どもは本質的に良いも
のをもっていて，周囲の誰かが気を配ることでそれが発現するという考え
方である。子どもに何かを加えることではなく，逆に彼らの良い面が現れ
ることを妨害している何ものかを取り去ることを重視すると言い換えられ
る。同様の考え方は，先に引用した 1人目のセクションでの⽛子供の頃は，
誰もが，好きなものだけできらきらと構成された王国をもっている⽜(p.
19)という表現にも表れている。これが正しいか間違っているかではなく，
他でもない〈シンプル＆ナチュラル系ライフスタイル誌〉でこのような修
辞がとられているということに注目したい。同様の修辞は直後のエピソー
ドにも出てくる。鈴木さんは，子どもたちが成長して自分の時間がもてる
ようになるとライヤーという楽器を習い始めたそうだが，楽器についてこ
のように言っている。⽛弾いていると，音とか音楽の本質に近づける気が
するんです。変なんだけど，ようやくここに帰ってこれたという安らかな
気持ち⽜(p.25)。
また，鈴木さんは⽛子供と生活することって，自然をそのまま受け入れ
ることかなとも思う⽜と言っている。記事では，⽛庭の蜜柑の葉についた
青虫に名をつけ……，蝶になるまで 3人で見守ったこともある⽜というエ
ピソードが紹介されている。ここまでの 3人の紹介は多かれ少なかれ，自
然との関わりに言及するものだったが， 3人目の鈴木さんのエピソードが
最も深く自然に関わっている。関わりの深さは，先の⽛生まれてきたまま
に⽜とか⽛音とか音楽の本質⽜という修辞にも現れている。
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この修辞は私たちが自然を理解するときになじんでいるものである。科
学人類学者のブリュノ・ラトゥールは，フランスの国立工芸学校にあるエ
ルネスト・ブラマールの彫刻⽛科学の目の前で自らの姿を示す自然⽜に見
られる自然の通俗的な理解を批判している(Latour 1996＝1999)。彫刻は自
らヴェールを取り去ろうとしている女性の裸像で，女性の身体が，科学に
よって見いだされるべき自然を表わしている。自然の真実はヴェールで覆
われているだけで厳然と存在するという前提がある。しかし，ラトゥール
が研究者たちの活動を通して見出したのは，⽛この彫刻の神話とは逆に，
真実とは，被われ，豊満で，設備や器具を備え，金がかかり，展開され，
豊かであることを示しており，また，研究者たちは，滑稽な覗き見ショー
もどきに世界を眺めているのではない⽜(Latour 1996＝1999：273-274)とい
うことである。
3人目のエピソードは，この節で読んでいる記事の中では例外的に，自
然という本質が実在しているという理解に基づく内容になっている。同じ
ように，対象となる物や人に⽛手を入れる⽜ことで⽛王国⽜を築くという
内容であっても，先の 2つのエピソードとは異質であると言えるかもしれ
ない。
少し長くなったので，この記事についてまとめておく。記事では，質素
でありながら，自分なりのライフスタイルで満たされた居住空間を⽛王
国⽜と呼んでいる。ライフスタイルの背景にある価値観としては，自分で
手入れをすることで所有物の価値を上げる，自分の時間をもつ，子供がも
ともと(自然に)もっている力を引き出すということが含まれている。記事
としては，質素でありながらも⽛王国⽜的であるような価値観を提示する
内容である。
( 3 ) 田舎の生活 2003年 5 月15日号，および2003年11月 1 日号
2003年に発行された 2冊では，海外の田舎の生活が紹介されている。
2003年 5 月15日号の⽛ロンドン郊外 オルニー村のパンケーキの日。⽜
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では，ロンドン北東部にある⽛慎ましくのどかな村⽜(p.7)のパンケーキ
レースを描く。パンケーキレースはキリスト教の復活祭に由来する500年
以上続く習慣で，参加者はフライパンにパンケーキを載せてもったまま教
会まで走る。
2003年11月 1 日号(創刊号)の⽛ロシア週末の家 ダーチャ便り。⽜の
舞台はロシアの郊外で，⽛ダーチャ⽜とはモスクワ市民が週末に過ごす田
舎の家を指す。記事によると，ダーチャができ始めたのは旧ソ連時代の
1970年代で，国や勤め先の会社が報酬がわりに土地をくれたので，その土
地にほとんどの人が自分で家を建てた。当時のモスクワは物資不足で，家
族が飢えてしまわないように自給自足をし，すべてが凍てついてしまう北
国の冬に備えて食糧を蓄えた。しかし，取材時には豊かになって，レジ
ャーとして畑を耕したり保存食を作ったりする場所になった(p.13)。標準
的なダーチャのサイズは 2 ～ 3 部屋で，小さなペチカ(暖炉)がある。 1 艘
のボートのような小さなダーチャがある一方で，経済の自由化で台頭した
ニューリッチ層はプール，テニスコート，冷暖房が完備した豪華なダーチ
ャをもつらしい。
記事ではいくつかのダーチャが取り上げられている。
これまでに見てきた記事よりもずっとはっきりと自然との関わりが描か
れる。最初に取り上げられるインナとスエタ姉妹のダーチャではピクルス
が作られ，⽛素材の味がちゃんとする⽜(p.12)。小屋に近いサイズの慎まし
いダーチャでは，そこに住む老人から⽛摘みたての宝石のようにみずみず
しいベリーや，もぎたての濃いにおいのするきゅうりや人参のお土産⽜を
もらう。
ただしその自然は，ただ過ごすための場所ではなく，むしろ2002年11月
15日号の記事にあるような手を入れる対象である。⽛元軍隊のえらい人⽜
(p.16)サーシャと元物理学者のバレンチナという年金暮らしの夫婦のダー
チャは，夫のサーシャによる自作である。また，先にあげたピクルスをは
じめ，ダーチャは庭の菜園で家族が食べる分の作物を育てて夏に収穫し，
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保存食にして町の家に持ち帰るための場所である。きのこ(グリブ)も自ら
森を歩いて採取する(p.17)。そして，
子どものころから親に連れられてきのこ狩りにいそしむ彼らにとっ
て，毒きのこの見分けかたなどは常識以前。おいしいトマトの栽培方
法やジャムの煮かた，保存食の塩加減についても，おそらく同世代の
日本人の何十倍もの知識が身についている。
というように，自然との相互作用は，この場所で蓄積された知識によって
支えられている。
この記事に見られるもう 1つの特徴を見ておきたい。自然と関連づける
ように描かれているのが，取材記者と現地の対象者との関係性である。
こんな突然の無礼きわまる訪問を，怒ったり拒絶したりした人は，
じつはひとりもいなかった。パジャールスタ。どうぞ，どうぞと気楽
に招き入れてくれ，照れながらも寝室までを見せてくれ，摘みたての
宝石のようにみずみずしいベリーや，もぎたての濃いにおいのするき
ゅうりや人参のお土産まで持たせてくれた。
はたしてモスクワの空港やホテルで出会う無愛想なロシア人と，ほ
んとうに同じロシア人なのだろうか񩀢
そんなふうに訝ってしまうほど，ダーチャにいる週末のロシア人は
陽気であたたかい。きっと，制服と一緒にビジネス用のしかめ面もモ
スクワに脱ぎ捨ててくるのだ。そして，こっちの顔がほんとうなんだ
ろう。(p.16)
ダーチャの関係性は都会のそれと対比され，友好的で，その原因はダー
チャの環境に帰されている。そして，ダーチャの顔が⽛ほんとう⽜と推測
されている。都会の人間関係は人間の，あるいは少なくともロシア人の本
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来のそれではないという人間関係観がある。
そして，サーシャとバレンチナの夫妻についても，
チャーミングで，仲睦まじくて，見ているとこちらの顔がにこにこ
するようなすてきな夫婦だった。でも，もしも現役時代のふたりに，
ダーチャでなくモスクワで会っていたらどうだろうと考えてみた。制
服を着たサーシャは，こんなに冗談を言って私たちを笑わせてくれは
しなかっただろうし，バレンチナの仔犬のような瞳の温度も，きっと
ずっと低かっただろうと。いまだから，ここだからこそ，心がつなが
った。出会いはそれだけでやっぱり奇跡だ。(p.17)
と友好性についてほぼ同じ内容が繰り返されている。
ただしここで⽛出会い⽜の⽛奇跡⽜という表現が使われているので，
人々の関係性について少し論じておく。記事では都会の関係性とダーチャ
の関係性とが対比されているが，これをたとえばフェルディナント・テン
ニース(1887＝1957)の古典的なコミュニティ論にあてはめることはできな
い。前者はゲゼルシャフトの関係性であるかもしれないが，後者はゲマイ
ンシャフトのそれというわけではない。ダーチャがあるのは，古いコミュ
ニティをもつ村ではなく，モスクワのような都会に住む人々が最近になっ
て使うようになった郊外である。この記事で田舎に期待されているのは，
後期近代の関係性，つまり関係の形成，解消が比較的自由にできるような
それである
(17)
。⽛自然⽜という語で期待される田舎の人間関係は，旧来の固
定した(ある意味で煩わしい)人間関係ではなく，流動的で自由度の高い比較
的新しいタイプの関係である。したがって，単純に都会と対比しながら
⽛ほんとう⽜の田舎を称揚するのとは少し違い，より現代的な社会状況を
反映している
(18)
。
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4 お わ り に
本稿では⽛ナチュラル系⽜雑誌全体を概観した(第 2 節)あと，初期⽝ク
ウネル⽞の 4つの記事を少し詳しく読み，そこに含まれている考え方を拾
い出してきた(第 3節)。
⽝クウネル⽞の最初の 2冊の 2つの記事は，それまでの価値観を否定し，
この雑誌ならではの価値観を提示する内容である。他人からどう見られる
かではなく，個人の感覚をもとにふつうのライフスタイルを築くことが称
揚されている。続く 2冊の 2つの記事のうち，本稿では特に 4冊目の記事
を詳しく見たが，ここには最初の 2 冊で提示されていた⽛価値あるふつ
う⽜の一環として田舎の生活が描かれていると見ることもできる。
これ以外に複数の記事で通底しているのは，物や自然に対する能動的な
関わりである。2002年11月15日号の記事では，身の回りのものに⽛手を入
れる⽜ことで⽛王国⽜を築くことが称揚されている。2003年11月 1日号で
は，都会暮らしの人が自分たち自身の食のために，いわば⽛切り身⽜では
なく⽛生身⽜の自然と接することができるという生活を描いている。
鬼頭秀一は，人間ᴷ自然関係を表わす概念区分として⽛生身／切り身⽜
を提唱した(鬼頭 1996：126-131)。この区分は，人間と自然の二元論的な対
立図式を脱して，両者をかかわりにおいて理解するために提示された。た
とえば，私たちが町なかで食において自然に接するとき，それは⽛切り
身⽜の肉のように，その動物がどう育てられ，屠殺され，流通したかとい
うようなさまざまな社会的・経済的リンクを知らずにすむ。むしろ知るこ
とができない。これにたいし，田舎で，猟のような生業として，食肉とな
る⽛生身⽜の動物と直接接する場合は，その過程で社会的・経済的リンク
をすべて目の当たりにしていることになる。
初期の⽝クウネル⽞が唱導しているライフスタイルは⽛切り身⽜を否定
しないまでも，あるいは否定することなく，しかし同時に⽛生身⽜を回復
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するものであるように思われる。このような立ち位置は，ロマン主義的な
自然観と具体的にどのような違いがあるのかといったことは，あらためて
論じる価値があるかもしれない。
注
( 1 ) ⽝出版指標年報⽞によると，⽛シンプル＆ナチュラル系ライフスタイル⽜と
いうジャンルに含まれる雑誌の推定発行部数は，2017年にピークを迎え，
806万冊(女性誌全体の約 4ｻ2%)となった。これは同年のティーン向けファ
ッション誌の824万冊(ローティーン向け351万冊，ミドル・ハイティーン向
け473万冊)と同程度。
( 2 ) 鬼頭秀一(1996)など。また，1990年代のアメリカの環境倫理学で環境プラ
グマティズムが登場し，影響を受けた日本の倫理学者は里山に注目するよう
になった(松村正治・香坂玲(2010：190)。里山は人間と自然の二元論を超え
る象徴になっている。
( 3 ) ⽝出版指標年報⽞は年に 1 回発行され，前年の出版動向を報告するものな
ので，たとえば2003年版は2002年の動向が，2004年版は2003年の動向が記載
されている。以下，出典の記載が煩雑になるので，発行年とページ数のみ
⽛(発行年：ページ数)⽜のように記す。
( 4 ) 国立国会図書館人文総合情報室(2018)によると，⽝出版指標年報⽞の⽛発
行部数⽜は，取次ルート経由した一般出版物の流通動態を推計したもの。
( 5 ) しかし〈シンプル＆ナチュラル系ライフスタイル〉誌の推定発行部数は，
9 年目の2018年には減少して648万冊となった(前年から 19ｻ6% 減)。⽝リン
ネル⽞，⽝大人のおしゃれ手帖⽞の減少(それぞれ 23ｻ3%，20ｻ0%)が大きい。
( 6 ) 2013年のビジネス誌のインタビュー(長瀧 2013)で，当時の⽝リンネル⽞
編集長は⽛以前⽛エシカルに近いの񩀢⽜と聞かれたことがありますが，それ
もまた違う。環境への配慮とか，そうした高尚な精神があるものというより，
リラックス感とか，気軽さというのでしょうか⽜と述べている。他方，トー
トバッグなどの付録については，⽛作り込みは細かい⽜と言う。
( 7 ) 見られるように，英語から日本語への意訳に際して⽛小さくて⽜という形
容詞が付け足されている。これは，ナチュラル系雑誌のコンセプトには不可
欠とは言えないまでも，考え方の一端を示す重要な要素であろう。
( 8 ) 2018年10月28日取得，http://veggy.jp/whats_veggy。
( 9 ) 2018年10月28日取得，http://murmurmagazine.com/murmur-magazine/。
(10) ⽝オリーブ⽞に執筆していた酒井順子も，⽛2003年，マガジンハウスから
⽝ku:nel⽞(以下⽝クウネル⽞)が創刊された時は，そこに全盛期の⽝オリー
ブ⽞の残り香を感じたものです。かつて⽝オリーブ⽞で活躍されていたスタ
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イリストさん達も登場していましたし，エコでナチュラルでオーガニックで
生成り……的な生活は，かつてのオリーブ少女に似合うもの⽜(酒井 2003：
228)，⽛しかし気がつくと世の中には，⽝クウネル⽞以外にも，⽝オリーブ⽞
のにおいがするものが溢れているのでした⽜(酒井 2003：229)と書いている。
(11) ただし，⽛非モテ⽜を，エコロジカル・フェミニズムの言う⽛女性的原理⽜
と同一視することは容易ではないかもしれない。なお，ここではエコロジカ
ル・フェミニズムの例としてキャロリン・マーチャント(1980＝1985)を参照
している。
(12) ⽝クウネル⽞自体も，登場以来ずっと同じポリシーを通しているというわ
けではないらしい。2016年 1月に発行された 3月号から編集長が交代し，リ
ニューアルしたが，このときの旧来の読者の困惑は⽛クウネル・ショック⽜
と呼ばれている(猪谷 2016a)。読者の 1人によると，新しい⽝クウネル⽞は
⽛普通のファッション誌⽜になっていて，⽛これを見た読者は，もう⽛クウ
ネル⽜とは思わない……。中もタイアップ記事で，商品がたくさん紹介され
てて，⽛モノを売りたいんだな⽜とわかる。表紙も赤くて，なんだか⽛楽天⽜
感があります(笑)⽜と言っている(猪谷 2016b)。前節で見たように，⽝出版
指標年報⽞では初期の⽝クウネル⽞は⽛消費文化に対するカウンターカルチ
ャー⽜として受け入れられたと紹介されているので，大きな方向転換とも思
える。ただし，リニューアル後の⽝クウネル⽞も⽝出版指標年報⽞では〈シ
ンプル＆ナチュラル・ライフスタイル〉誌に含まれている。
(13) 以下で取り上げる 4つの記事はいずれも⽛文……鈴木るみこ⽜と記載があ
る。鈴木るみこは，岡戸絹枝と並び，当時の⽝クウネル⽞の編集者である。
(14) 記事タイトルや見出しに句点があるのは誤記ではなく，以下で取り上げる
4つの記事の共通の特徴である。
(15) 以下，引用末尾の括弧内に掲載ページを記しているが，同じページからの
引用が続く際は，最初の引用のみページを記して，以降は省略している場合
がある。
(16) これは2002年の記事であるが，ライフスタイルや物の選択基準に，素直な
個人の気持ちや感覚を手掛かりにしようという修辞は2019年現在でも使われ
ている。たとえば2011年に刊行された近藤麻理恵による片づけのハウツー本
⽝人生がときめく片づけの魔法⽞(サンマーク出版)は，その後40か国語に翻
訳され，同じ方法を使ったテレビ番組⽝KonMari 人生がときめく片づけ
の魔法⽞(Netflix，2019年)も制作された。自宅のスペースを占拠し続ける
所有物をいかにして仕分けするか，つまり残しておくか捨てるかを決める基
準を，近藤は⽛ときめく⽜(英語版では“spark joy”と訳されている)かど
うかであると説明している。世界中の⽛Konmari⽜信奉者たちが戦っている
のが顕示的消費であるかどうかはわからないが，顕示的消費という，かつて
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の物との付き合い方の作法が覇権を失った後に導入された個人の感覚(気持
ちよさやときめき)の修辞は，物との付き合い方の新しい作法の 1 つを暗示
しているのではないだろうか。
(17) 最近のコミュニティ論として，ここではたとえばジェラルド・デランティ
(2003＝2006)，長田攻一・田所承己編(2014)を参照している。
(18) これに対し，本稿ではあまり言及しなかった2003年 5月15日号の記事では，
500年以上前からパンケーキレースをしていたという古いコミュニティであ
るオルニー村を舞台としている。
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